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TPM活動を日常化にするために
製造と生技が同じベクトルで進む。

2008年から国内全工場でTPM活動をスタートしているトヨタ紡織株式会社。今後も継続的に
TPM活動を実施するため、力を入れるのがTPM活動を理解した自主保全士の育成だ。

トヨタ紡織株式会社

　2003年から自主保全士の資
格試験に取り組み始めたトヨタ紡
織株式会社。これにより2022年
度の資格保有者数は1600人超
と、対象者3889人の約40％と
いう高水準を誇る。しかし猿投
工場技術員室・SXの若尾浩章さ
んは「直近５年間の取得状況で
は2018-2019年の合格率は全国平均以下。2020年以
降は少数精鋭で受験に挑んだものの合格率は横ばいで、
思った通りの結果になりませんでした」と話す。
　同社TPM事務局では「この状態では、今後TPMの
知識を有する人材が不足し、活動が衰退する」という危
機感を抱き、TPM活動を理解した自主保全士を増やす
べく４つの対策を実施。それがTPM事務局組織体制の

変更、教育内容の統一と工場講師
の育成、自主保全士が輝ける場の
確保、資格取得対象を生技部門へ
拡大の4項目だった。
　「これまでさまざまな設備で改善
を積み重ねても、新規設備にその
ノウハウが織り込まれていないこと
がありました。製造と生技で力を合

わせれば、TPM要素が反映された設備が導入できます」
と若尾さんは説明する。未来の設備を視野に入れた取り
組みだ。そこで今回は生技部門も自主保全士の資格試験
に参加している。
　「製造と生技が同じベクトルで進めば相乗効果を発揮
し、高いレベルの安全・品質・生産性を確保できます。互
いの良き点が融合した“生まれの良い設備”をつくること

で、自主保全はさらに高度な活動を行って
いけます」

　対策は奏功し、2023年度の受験者数は
同社平均の87人から153人、合格率は同社
平均の52.6％から79％へと大幅に向上。
過去最高の合格率になった。
　「今後は弊社の技能育成センターが講師
の育成を担い、レベルの均一化を図ります。
資格取得者が安定的に増加していくこと、
そしてTPM活動が日常的な活動になること
を一丸となって目指していきます」

猿
さ な げ

投工場技術員室・SX

若尾 浩章さん

自 主 保 全 士 検 定 試 験 企 業 の 取り組 み 事 例
❶ 公式テキスト  ❷ 過去問題集（学科）  ❸ 過去問題集（実技）
❹ 受験準備講座（JIPM主催）  ❺ 社内講習  ❻ その他合格に向けた取り組み（学習方法）も聞きました

優秀者6名の方から、自主保全士としての心構え、試験に向けての過程、表彰の印象をうかがいました。
そこには自主保全に対する高い意識が感じられました。

自 主 保 全 士 成 績 優 秀 者 イ ン タ ビ ュ ー
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　製造一課に所属し、ラインプレーヤーとしてモーターの
組み立てに従事する馬場奈美さん。同社は製造担当全
員の資格取得を目指すことを目標に掲げ、上司からの勧
めもあり、また“資格は財産”という考えのもと、2022年
度に自主保全士2級に挑戦。これに合格し、さらに今年
度は成績優秀者での1級合格となった。
　「2級のときは専門用語や各種名称など、膨大な量の
単語を覚えるのに必死で、自主保全の本質が分かってい
ませんでした」と振り返る。しかし2級で獲得した知識を
いしずえに１級のテキストに向き合ったことで、より深く自
主保全とは何かという部分に到達できたと話す。
　「自主保全の基本は、自分の設備は自分で守ること。
入社12年目ですが、ついこの前までは掃除の大切さも認

識していません
でしたし、時間
を計測して清掃
することに何の
意味があるのかと思っていました。でも今は両者の大切
さも理解していますし、同じラインでも見える景色が全く
違う。本当にがらりと意識が変わりました」
　以前はやりにくい箇所はやりにくいままで使用していた
が、どう改善すれば作業効率が上がるのか、自主保全活
動を通して改善の目も養われていると感じている。
　今年度の同社の合格者を加えると、製造一課の半数以
上が自主保全士認定を有するという。馬場さんは「2024
年度からの私たちの仕事が変わる」と期待している。

自主保全の本質を理解し、仕事が変化。
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トヨタ自動車株式会社
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　治具等の設計に関わり、長く図面を引く仕事に就いて
いたという和田瞬さん。入社25年目のベテランだ。これ
まで「モノづくりに直結し、ムダにならない」という思いか
ら、さまざまな資格取得に挑戦し続け、多くの資格を取
得してきた。
　そんな和田さんだが、自主保全士は新たな分野への
チャレンジだった。ベテランをもってしても習得は簡単で
はなかったという。とはいえ学習内容には過去の検定と
重複する部分もあり、そのため「自主保全は何かという、
原点でありかつ専門的な部分まで習得することができまし
た」と振り返る。
　「いま感じているのは自主保全を突き詰めると“5S”に
なる、ということです。5Sで始まり、5Sに至る。機械に

対して向き合う
時間の積み重ね
が、機械の精度
を上げ、製品の
品質を安定させるのだと思い至りました」
　設備に関しメンバーに教える際も、体系的に説明でき
るから深い理解を得られ、一方では自身の知識や技能も
向上し、リーダーシップも身についてきたと感じる。
　「常に自らメンテナンスしているからこそ、自主保全士と
しての力が発揮できます。オペレーターとしていつも機械
の傍らにいた20代の頃に資格を取得しておくべきでした。
今後は自主保全士検定は製造現場にいる人間が持ってお
くべき資格だと、若手に普及活動していくつもりです」

自主保全は5Sで始まり5Sに至る。

掲載は企業名の50音順です。
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